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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱交換器を収容し、吸込口から前記熱交換器に向かって気流を案内する本体と、
　前記吸込口に面するフィルタを保持し、前記本体に装着されて前記フィルタの移動を案
内する第１フィルタレールを有する支持体と、
　前記フィルタの下端に対応する前記吸込口の輪郭線よりも上方に配置される清掃ブラシ
と、
　前記支持体の下方で前記本体に取り付けられる電装品箱と、
　前記電装品箱の背後で前記第１フィルタレールの案内路から下方に連続して、前記吸込
口の前記輪郭線から下方に下限位置まで前記フィルタの下端の変位を案内する第２フィル
タレールと
を備えることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　請求項１に記載の空気調和機において、前記下限位置に向かって前記フィルタの移動を
引き起こす駆動力を前記フィルタに伝達する駆動部材をさらに備え、前記第２フィルタレ
ールと前記駆動部材との間で前記フィルタの移動経路には屈曲部が形成されることを特徴
とする空気調和機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の空気調和機において、前記本体に設置されて、前記下限位置
に達する前記フィルタを検出するセンサをさらに備えることを特徴とする空気調和機。
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【請求項４】
　請求項３に記載の空気調和機において、前記本体には、水平方向に少なくとも２つの前
記フィルタが並べられ、個々の前記フィルタごとに前記センサは設置されることを特徴と
する空気調和機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気調和機等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されるように、空気調和機はフィルタ清掃装置を有する。フィルタ清
掃装置は吸込口の下端にローラーを備える。ローラーには清掃ブラシが向き合わせられる
。エアフィルタの清掃にあたってエアフィルタはローラーに巻き付けられる。巻き付けら
れたエアフィルタに清掃ブラシが作用する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－７０８８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　エアフィルタの可撓性に応じてローラーの径にはある程度の大きさが要求される。こう
して熱交換器の前方にローラーが配置されると、空気調和機の奥行きが増大し、取り付け
られる壁面から空気調和機は大きく前方に張り出してしまう。特に、熱交換器の前方に電
装品箱が配置される場合には、壁面からの張り出し量はさらに増大してしまう。
【０００５】
　本発明のいくつかの態様によれば、できるだけ空気調和機設置時の占有空間の奥行きを
縮小することができる空気調和機を提供することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様は、吸込口に面し、決められた移動経路に沿って移動するフィルタと、
前記フィルタの下端に対応する前記吸込口の輪郭線よりも上方に配置される清掃ブラシと
、前記吸込口の輪郭線から下方に下限位置まで前記フィルタの下端の変位を案内するフィ
ルタレールとを備える空気調和機に関する。
【０００７】
　フィルタは吸込口に面している。吸込口の輪郭線に対応してフィルタの下端は位置決め
される。フィルタの清掃にあたって清掃ブラシはフィルタに接触する。フィルタの下端が
下限位置まで下降すると、清掃ブラシより上方に位置したフィルタは清掃ブラシにブラッ
シングされる。フィルタの下端が清掃ブラシの位置まで上昇すると、清掃ブラシより下方
に位置したフィルタは清掃ブラシにブラッシングされる。こうしてフィルタは満遍なく清
掃ブラシで清掃される。吸込口の下端にローラーを配置する必要はない。空気調和機は占
有空間の奥行きを縮小することができる。
【０００８】
　空気調和機は、前記支持体の下方で前記本体に取り付けられる電装品箱と、前記電装品
箱の背後で前記第１フィルタレールの案内路から下方に連続して、前記吸込口の前記輪郭
線から下方に下限位置まで前記フィルタの下端の変位を案内する第２フィルタレールとを
備える。したがって、支持体の脱着にあたって電装品箱は干渉しない。加えて、支持体の
第１フィルタレールは電装品箱の背後の第２フィルタレールから分離されることができ、
支持体の第１フィルタレールは電装品箱の背後の第２フィルタレールに連続した案内路を
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形成するものの、支持体の脱着に支障は生じない。
 
【０００９】
　空気調和機は、前記下限位置に向かって前記フィルタの移動を引き起こす駆動力を前記
フィルタに伝達する駆動部材をさらに備えてもよい。このとき、前記第２フィルタレール
と前記駆動部材との間で前記フィルタの移動経路には屈曲部が形成されればよい。フィル
タの下端が下限位置に達した後にフィルタに駆動部材が作用し続けると、フィルタレール
と駆動部材との間でフィルタは前方に張り出す。フィルタの下端が下限位置に達した後で
あっても、清掃ブラシに対して相対的にフィルタは移動することができる。こうして広い
範囲でフィルタは清掃ブラシにブラッシングされることができる。
 
【００１０】
　前記空気調和機は、前記本体に設置されて、前記下限位置に達する前記フィルタを検出
するセンサをさらに備えてもよい。通常動作時にはフィルタの下端は下限位置から遠ざか
ることから、センサは動作しない。センサの動作時間は縮小されることができる。ここで
、前記本体には、水平方向に少なくとも２つの前記フィルタが並べられ、個々の前記フィ
ルタごとに前記センサは設置されてもよい。個々のフィルタの下端が下限位置に達すると
、フィルタの下端は１直線に揃えられる。したがって、フィルタの移動は同期することが
できる。フィルタの清掃は同時に開始されて同時に終了することができ、清掃時間は短縮
されることができる。
 
【発明の効果】
【００１１】
　以上のように開示の態様によれば、できるだけ空気調和機設置時の占有空間の奥行きを
縮小することができる空気調和機は実現されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和機の構成を概略的に示す概念図である。
【図２】一実施形態に係る室内機の外観を概略的に示す斜視図である。
【図３】室内機の本体の構成を概略的に示す斜視図である。
【図４】室内機の構造を概略的に示す分解斜視図である。
【図５】エアフィルタの構造を概略的に示す拡大斜視図である。
【図６】室内機の本体の拡大垂直断面図である。
【図７】フィルタレールの下端の構造を概略的に示す拡大斜視図である。
【図８】図６に対応し、上限位置に向かったエアフィルタの移動を示す拡大垂直断面図で
ある。
【図９】図６に対応し、下限位置に向かったエアフィルタの移動を示す拡大垂直断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付図面を参照しつつ本発明の一実施形態を説明する。
【００１４】
（１）空気調和機の構成
　図１は本発明の一実施形態に係る空気調和機１１の構成を概略的に示す。空気調和機１
１は室内機１２および室外機１３を備える。室内機１２は例えば建物内の室内空間に設置
される。その他、室内機１２は室内空間に相当する空間に設置されればよい。室内機１２
には室内熱交換器１４が組み込まれる。室外機１３には圧縮機１５、室外熱交換器１６、
膨張弁１７および四方弁１８が組み込まれる。室内熱交換器１４、圧縮機１５、室外熱交
換器１６、膨張弁１７および四方弁１８は冷凍回路１９を形成する。
【００１５】



(4) JP 6512397 B2 2019.5.15

10

20

30

40

50

　冷凍回路１９は第１循環経路２１を備える。第１循環経路２１は四方弁１８の第１口１
８ａおよび第２口１８ｂを相互に結ぶ。第１循環経路２１には、圧縮機１５が設けられて
いる。圧縮機１５の吸入管１５ａは四方弁１８の第１口１８ａに冷媒配管を介して接続さ
れる。第１口１８ａからガス冷媒は圧縮機１５の吸入管１５ａに供給される。圧縮機１５
は低圧のガス冷媒を所定の圧力まで圧縮する。圧縮機１５の吐出管１５ｂは四方弁１８の
第２口１８ｂに冷媒配管を介して接続される。圧縮機１５の吐出管１５ｂからガス冷媒は
四方弁１８の第２口１８ｂに供給される。冷媒配管は例えば銅管であればよい。
【００１６】
　冷凍回路１９は第２循環経路２２をさらに備える。第２循環経路２２は四方弁１８の第
３口１８ｃおよび第４口１８ｄを相互に結ぶ。第２循環経路２２には、第３口１８ｃ側か
ら順番に室外熱交換器１６、膨張弁１７および室内熱交換器１４が組み込まれる。室外熱
交換器１６は、通過する冷媒と周囲の空気との間で熱エネルギーの交換をする。室内熱交
換器１４は、通過する冷媒と周囲の空気との間で熱エネルギーの交換をする。第２循環経
路２２は例えば銅管などの冷媒配管で形成されればよい。
【００１７】
　室外機１３には送風ファン２３が組み込まれる。送風ファン２３は室外熱交換器１６に
通風する。送風ファン２３は例えば羽根車の回転に応じて気流を生成する。気流は室外熱
交換器１６を通り抜ける。通り抜ける気流の流量は羽根車の回転数に応じて調整される。
【００１８】
　室内機１２には送風ファン２４が組み込まれる。送風ファン２４は室内熱交換器１４に
通風する。送風ファン２４は羽根車の回転に応じて気流を生成する。送風ファン２４の働
きで室内機１２には室内空気が吸い込まれる。室内空気は室内熱交換器１４を通り抜け冷
媒と熱交換する。熱交換された冷気または暖気の気流は室内機１２から吹き出される。通
り抜ける気流の流量は羽根車の回転数によって調整される。
【００１９】
　冷凍回路１９で冷房運転が実施される場合には、四方弁１８は第２口１８ｂおよび第３
口１８ｃを相互に接続し第１口１８ａおよび第４口１８ｄを相互に接続する。したがって
、圧縮機１５の吐出管１５ｂから高温高圧の冷媒が室外熱交換器１６に供給される。冷媒
は室外熱交換器１６、膨張弁１７および室内熱交換器１４を順番に流通する。室外熱交換
器１６では冷媒から外気に放熱する。膨張弁１７で冷媒は低圧まで減圧される。減圧され
た冷媒は室内熱交換器１４で周囲の空気から吸熱する。冷気が生成される。冷気は送風フ
ァン２４の働きで室内空間に吹き出される。
【００２０】
　冷凍回路１９で暖房運転が実施される場合には、四方弁１８は第２口１８ｂおよび第４
口１８ｄを相互に接続し第１口１８ａおよび第３口１８ｃを相互に接続する。圧縮機１５
から高温高圧の冷媒が室内熱交換器１４に供給される。冷媒は室内熱交換器１４、膨張弁
１７および室外熱交換器１６を順番に流通する。室内熱交換器１４では冷媒から周囲の空
気に放熱する。暖気が生成される。暖気は送風ファン２４の働きで室内空間に吹き出され
る。膨張弁１７で冷媒は低圧まで減圧される。減圧された冷媒は室外熱交換器１６で周囲
の空気から吸熱する。その後、冷媒は圧縮機１５に戻る。
【００２１】
（２）室内機の構成
　図２は一実施形態に係る室内機１２の外観を概略的に示す。室内機１２の本体２５には
、アウターパネル２６が覆い被さる。本体２５の下面には吹出口２７が形成される。吹出
口２７は室内に向けて開口される。本体２５は例えば室内の壁面に固定されることができ
る。吹出口２７は、室内熱交換器１４で生成される冷気または暖気の気流を吹き出す。
【００２２】
　吹出口２７には前後１対の上下風向板２８ａ、２８ｂが配置される。上下風向板２８ａ
、２８ｂはそれぞれ水平軸線２９ａ、２９ｂ回りに回転することができる。回転に応じて
上下風向板２８ａ、２８ｂは吹出口２７を開閉することができる。上下風向板２８ａ、２
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８ｂの角度に応じて、吹き出される気流の方向は変えられる。
【００２３】
　図３に示されるように、本体２５には吸込口３１が形成される。吸込口３１は本体２５
の正面および上面で開口する。アウターパネル２６は本体２５の正面で吸込口３１に覆い
被さることができる。室内熱交換器１４に流入する空気は、吸込口３１から取り込まれる
。
【００２４】
　本体２５の正面で吸込口３１の下端は吸込口３１の輪郭線（以下「下側輪郭線」という
）３１ａによって規定される。ここでは、吸込口３１の下側輪郭線３１ａは電装品箱３２
で形成される。電装品箱３２は本体２５に取り付けられる。電装品箱３２は本体２５に一
体に形成されてもよい。こうして電装品箱３２は下側輪郭線３１ａの下方に配置される。
電装品箱３２には制御回路その他の電装品が収容される。制御回路は室内機１２の動作を
制御する。
【００２５】
　吸込口３１には同形状のエアフィルタアセンブリ３４が複数配置される。エアフィルタ
アセンブリ３４はエアフィルタ３５および保持部（支持体）３６を備える。エアフィルタ
３５は保持部３６に支持され保持される。保持部３６は枠体３７を有する。保持部３６は
枠体３７で本体２５に固定される。保持部３６が本体２５にセットされると、エアフィル
タ３５は吸込口３１の全面にわたって配置される。なお、後述する送風ファン２４が駆動
する送風時にはエアフィルタ３５の下端は吸込口３１の下側輪郭線３１ａに対応する位置
に配置される。
【００２６】
　保持部３６の枠体３７には後述するエアフィルタ３５のフレームを保持する前側のフィ
ルタレール３８が設けられる。前側のフィルタレール３８に対応して本体２５には後側の
フィルタレール３９が設けられる。フィルタレール３８、３９は、水平軸線２９ａ、２９
ｂに直交する垂直面に沿って形成され、スライド自在にエアフィルタ３５の左右両端を保
持する。フィルタレール３８、３９はエアフィルタ３５の移動経路を規定する。
【００２７】
　図４に示されるように、本体２５には送風ファン２４が回転自在に支持される。送風フ
ァン２４には例えばクロスフローファンが用いられる。送風ファン２４は水平軸線２９ａ
、２９ｂに平行な回転軸４１回りで回転する。送風ファン２４の回転軸４１は本体２５の
設置時の水平方向に延びる。送風ファン２４は吹出口２７に平行に配置される。送風ファ
ン２４には駆動源（図示せず）から回転軸４１回りの駆動力が伝達される。駆動源は本体
２５に支持される。送風ファン２４の回転に応じて気流は室内熱交換器１４を通過する。
その結果、冷気または暖気の気流が生成される。冷気または暖気の気流は吹出口２７から
吹き出される。
【００２８】
　室内熱交換器１４は前側体１４ａおよび後側体１４ｂを備える。前側体１４ａは送風フ
ァン２４の前側から送風ファン２４に向き合わせられる。後側体１４ｂは送風ファン２４
の後側から送風ファン２４に向き合わせられる。前側体１４ａおよび後側体１４ｂは上端
で相互に連結される。前側体１４ａおよび後側体１４ｂは冷媒管４２ａを有する。冷媒管
４２ａは水平方向に往復する。すなわち、冷媒管４２ａは、水平軸線２９ａ、２９ｂに平
行に延び、本体２５の正面視左右端で折り返され、再び水平軸線２９ａ、２９ｂに平行に
延び、再び本体２５の正面視左右端で折り返され、これらが繰り返される。冷媒管４２ａ
は第２循環経路２２の一部を構成する。冷媒管４２ａには複数の放熱フィン４２ｂが結合
される。放熱フィン４２ｂは水平軸線２９ａ、２９ｂに直交しつつ相互に平行に広がる。
冷媒管４２ａおよび放熱フィン４２ｂは例えば銅やアルミといった金属材料から成形され
ることができる。冷媒管４２ａおよび放熱フィン４２ｂを通じて冷媒と空気との間で熱交
換が実現される。
【００２９】
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　図４に示されるように、個々のエアフィルタアセンブリ３４はフィルタ清掃ユニット４
３を含む。フィルタ清掃ユニット４３は上ダストボックス４５および下ダストボックス４
６を備える。上ダストボックス４５および下ダストボックス４６は保持部３６の枠体３７
に取付けられる。上ダストボックス４５はエアフィルタ３５の前面側に配置される。上ダ
ストボックス４５はカバー４７を有する。カバー４７はボックス本体４８内の空間を開閉
可能に覆う。下ダストボックス４６はエアフィルタ３５の後面側に配置される。上ダスト
ボックス４５および下ダストボックス４６はエアフィルタ３５に対して水平方向に配置さ
れる。エアフィルタ３５の清掃時、概ねエアフィルタ３５の前面の塵埃は上ダストボック
ス４５のボックス本体４８に回収され、エアフィルタ３５の後面の塵埃は下ダストボック
ス４６に回収される。
【００３０】
　フィルタ清掃ユニット４３は第１従動ギア５１および第２従動ギア５２を備える。第１
従動ギア５１は上ダストボックス４５に取り付けられる。第１従動ギア５１は水平軸５３
回りで回転する。第１従動ギア５１は、上ダストボックス４５内の後述する清掃ブラシを
回転駆動する。第１従動ギア５１の歯は上ダストボックス４５の外面から部分的に露出す
る。同様に、第２従動ギア５２は下ダストボックス４６に取り付けられる。第２従動ギア
５２は水平軸５４回りで回転する。第２従動ギア５２は、下ダストボックス４６の両端に
設けられ、後述するエアフィルタを駆動する。第２従動ギア５２の歯は下ダストボックス
４６の外面から部分的に露出する。エアフィルタアセンブリ３４が本体２５にセットされ
ると、第１従動ギア５１は本体２５に搭載の第１駆動ギア（図示されず）に噛み合い、同
様に第２従動ギア５２は本体２５に搭載の第２駆動ギア（図示されず）に噛み合う。個々
の駆動ギアには個別に電動モータといった駆動源（図示されず）が連結される。個々の駆
動源から供給される駆動力に応じて第１従動ギア５１および第２従動ギア５２は個別に回
転する。
【００３１】
　図５に示されるように、エアフィルタ３５はフレーム５６およびメッシュシート５７を
備える。メッシュシート５７は例えばポリエチレンテレフタラートの繊維（樹脂繊維）を
格子状に組み合わせて構成される。メッシュシート５７はフレーム５６に支持される。フ
レーム５６はメッシュシート５７の形状を保持する機能を有する。フレーム５６は樹脂材
料（例えばポリプロピレン）から成形される。メッシュシート５７のメッシュは気流に対
して交差するようにフレーム５６に配置される。
【００３２】
　エアフィルタ３５のフレーム５６にはラック５８が形成される。ラック５８は、フレー
ム５６の一対の対向する枠部に設けられている。ラック５８は、下ダストボックス４６に
収納される後述する駆動部材であるピニオン６１に噛み合う。ピニオン６１は第２従動ギ
ア５２に連結される。第２従動ギア５２の回転はピニオン６１に伝達される。こうして第
２従動ギア５２の回転に応じて、エアフィルタ３５はフィルタレール３８、３９に沿って
前後に移動する。上ダストボックス４５および下ダストボックス４６に対してエアフィル
タ３５は相対的に移動する。
【００３３】
　図６に示されるように、フィルタ清掃ユニット４３はピニオン（駆動部材）６１を備え
る。ピニオン６１は例えば下ダストボックス４６に回転自在に支持される。ピニオン６１
の外周は、例えば枠体３７に形成される押さえ板（案内部材）６２の湾曲面に所定の間隔
で向き合わせられる。湾曲面はピニオン６１の回転軸に平行な母線で形成される。エアフ
ィルタ３５が保持部３６に装着されると、フレーム５６およびラック５８はピニオン６１
の外周と押さえ板６２の湾曲面とに挟まれる。こうしてラック５８はピニオン６１に噛み
合う。押さえ板６２はピニオン６１からラック５８の離脱を防止する。ピニオン６１およ
び押さえ板６２でエアフィルタ３５の移動は案内される。
【００３４】
　ピニオン６１は第２従動ギア５２に連結される。第２従動ギア５２の回転はピニオン６
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１に伝達される。ピニオン６１の回転はピニオン６１の接線方向にラック５８の移動を引
き起こす。こうして第２従動ギア５２の回転に応じて水平軸線２９ａ、２９ｂに直交する
垂直面に沿った方向に上ダストボックス４５および下ダストボックス４６に対してエアフ
ィルタ３５の相対移動は実現される。
【００３５】
　フィルタ清掃ユニット４３は、エアフィルタ３５に関連づけられて配置される清掃ブラ
シ６３を備える。清掃ブラシ６３はエアフィルタ３５の下端に対応する吸込口３１の下側
輪郭線３１ａよりも上方に配置される。清掃ブラシ６３は上ダストボックス４５内に収納
される。
【００３６】
　清掃ブラシ６３はブラシ台座６４を備える。ブラシ台座６４は第１従動ギア５１からの
駆動力により水平軸６５回りに回転することができる。ブラシ毛６６はブラシ台座６４の
円筒面上に所定の中心角範囲にわたって配置される。ブラシ毛６６の植毛範囲はブラシ台
座６４の軸方向にエアフィルタ３５を横切る広がりを有する。清掃ブラシ６３は所定の回
転位置でブラシ毛６６をエアフィルタ３５に接触させ当該回転位置以外ではブラシ毛６６
をエアフィルタ３５から離脱させる。ブラシ毛６６がエアフィルタ３５に接触した状態で
フィルタレール３８、３９に沿ってエアフィルタ３５が移動すると、エアフィルタ３５の
前面に付着した塵埃はブラシ毛６６に絡め捕られることができる。
【００３７】
　フィルタ清掃ユニット４３はブラシ受け６７を備える。ブラシ受け６７は下ダストボッ
クス４６内に収納される。ブラシ受け６７は受け面６８を有する。受け面６８は清掃ブラ
シ６３に向き合わせられる。ブラシ毛６６がエアフィルタ３５に接触する際に受け面６８
はブラシ毛６６との間にエアフィルタ３５を挟み込む。その他、受け面６８にはブラシ毛
が植毛されてもよい。
【００３８】
　本体２５にはさらに下部フィルタレール７２が設けられる。下部フィルタレール７２は
吸込口３１の下側輪郭線３１ａから下方に延びる。下部フィルタレール７２は例えば直線
的な案内路７３を規定する。エアフィルタアセンブリ３４が本体２５に装着されると、枠
体３７のフィルタレール３８は下部フィルタレール７２の案内路７３に連続してエアフィ
ルタ３５の移動経路を形成する。こうして下部フィルタレール７２は移動経路の下限位置
７４までエアフィルタ３５の下端の変位を案内する。ピニオン６１は下限位置７４に向か
ってエアフィルタ３５の移動を引き起こす駆動力をエアフィルタ３５に伝達する。
【００３９】
　前側のフィルタレール３８には下部フィルタレール７２とピニオン６１との間で屈曲部
３８ａが形成される。屈曲部３８ａは前下がりのフィルタレール３８と垂直方向のフィル
タレール３８とを相互に接続する。屈曲部３８ａの下方では下部フィルタレール７２に切
れ目７５が形成される。切れ目７５の下方でエアフィルタ３５が拘束され、ピニオン６１
が下方に向かってエアフィルタ３５を駆動し続けると、切れ目７５からエアフィルタ３５
は前方に張り出す。
【００４０】
　図７に示されるように、本体２５にはセンサ７７が組み込まれる。センサ７７は下限位
置７４に達するエアフィルタ３５を検出する。ここでは、センサ７７にはリミットスイッ
チが用いられる。リミットスイッチは下部フィルタレール７２の案内路７３内に配置され
る。リミットスイッチは案内路７３の内部空間に向かって突き出る接触片７８を備える。
接触片７８には傾斜面７９が形成される。傾斜面７９は下限位置７４に近づくにつれて下
部フィルタレール７２の壁面から遠ざかる。エアフィルタ３５の下端が案内路７３に沿っ
て下限位置７４に達すると、エアフィルタ３５の下端は傾斜面７９に接触する。エアフィ
ルタ３５の作用で接触片７８は下部フィルタレール７２の壁面に向かって引っ込む。接触
片７８が引っ込むことでリミットスイッチは通電する。センサ７７はオンされる。エアフ
ィルタ３５が下限位置７４に達しない限り、センサ７７のオフは維持される。センサ７７
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はエアフィルタアセンブリ３４ごとに設置される。
【００４１】
（３）室内機の動作
　送風ファン２４が動作すると、本体２５内では吸込口３１から吹出口２７に向かって気
流が生成される。吸込口３１から吸引された空気はエアフィルタ３５を通過して室内熱交
換器１４を通過する。冷房運転時には空気は室内熱交換器１４で冷却されて吹出口２７か
ら吹き出される。暖房運転時には空気は室内熱交換器１４で暖められて吹出口２７から吹
き出される。気流がエアフィルタ３５を通過する際にメッシュシート５７のメッシュの大
きさよりも大きい塵埃はメッシュを通過することができない。塵埃はエアフィルタ３５の
前面に捕獲される。室内熱交換器１４に向かって流れる気流から塵埃などは除去される。
室内熱交換器１４には清浄な気流が流れ込む。吹出口２７から清浄な空気の冷気または暖
気は吹き出される。
【００４２】
　こうした送風時にはエアフィルタ３５の下端は吸込口３１の下側輪郭線３１ａに位置合
わせされる。こうしてエアフィルタ３５の下端が位置合わせされると、エアフィルタ３５
の上端は吸込口３１の上端に位置合わせされる。こうして吸込口３１には全面にわたって
エアフィルタ３５が配置されている。エアフィルタ３５は移動経路に沿った前後方向に最
小長さで広がる。気流が吸込口３１を流通する際に気流はエアフィルタ３５を通過する。
【００４３】
　次に、エアフィルタ３５の清掃を説明する。エアフィルタ３５の清掃にあたってフィル
タ清掃ユニット４３は動作する。フィルタ清掃ユニット４３ではブラシ台座６４は回転動
作する。ブラシ台座６４の回転動作に応じて清掃ブラシ６３のブラシ毛６６はエアフィル
タ３５の前面に接触する。このとき、エアフィルタ３５の後面はブラシ受け６７の受け面
６８に受け止められる。エアフィルタ３５はブラシ毛６６と受け面６８との間に挟まれる
。
【００４４】
　第２従動ギア５２は駆動される。エアフィルタ３５はフィルタレール３８、３９に沿っ
て前後に移動する。エアフィルタ３５の移動に応じてブラシ毛６６はエアフィルタ３５の
前面をなぞる。こうしてブラシ毛６６はエアフィルタ３５の前面から塵埃を絡め捕る。絡
め捕られた塵埃は上ダストボックス４５に回収される。受け面６８とエアフィルタ３５が
接触することで落下した塵埃は下ダストボックス４６に回収される。
【００４５】
　図８に示されるように、エアフィルタ３５の下端３５ａが清掃ブラシ６３の位置まで上
昇すると、エアフィルタ３５では清掃ブラシ６３よりも下方に位置した部分がブラシ毛６
６でブラッシングされる。このとき、エアフィルタ３５の上端３５ｂの変位は補助案内路
８１で案内される。エアフィルタ３５は補助案内路８１に沿って室内熱交換器１４の裏側
に回り込む。
【００４６】
　図９に示されるように、エアフィルタ３５の下端３５ａが下限位置７４まで下降すると
、エアフィルタ３５では清掃ブラシ６３よりも上方に位置した部分がブラシ毛６６にブラ
ッシングされる。エアフィルタ３５の下端３５ａが下限位置７４に達した後に、エアフィ
ルタ３５のラック５８にピニオン６１の駆動力が作用し続けると、下部フィルタレール７
２とピニオン６１との間でエアフィルタ３５は前方に張り出す。エアフィルタ３５の下端
３５ａが下限位置７４に達した後であっても、清掃ブラシ６３に対して相対的にエアフィ
ルタ３５は移動することができる。こうしてエアフィルタ３５の上端３５ｂは清掃ブラシ
６３の位置まで達することができる。こうして広い範囲でエアフィルタ３５は清掃ブラシ
６３にブラッシングされることができる。エアフィルタ３５は満遍なく清掃ブラシ６３で
清掃される。
【００４７】
　このようにエアフィルタ３５の清掃にあたってエアフィルタ３５は吸込口３１の下側輪
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にローラーを配置する必要はない。空気調和機１１は、占有空間の奥行きを縮小すること
ができる。しかも、エアフィルタ３５の下端３５ａは通常動作時には吸込口３１の下側輪
郭線３１ａに合わせられることから、エアフィルタ３５は最大限に短縮され小型化される
ことができ、エアフィルタ３５の清掃面積は縮小されることができる。こうした清掃面積
の縮小は清掃時間の短縮化に貢献することができる。
 
【００４８】
　エアフィルタ３５の下端３５ａが下限位置７４に達すると、センサ７７はオンされる。
２つのエアフィルタ３５の下端が下限位置７４に検出されると、２つのエアフィルタ３５
の下端３５ａは１直線に揃えられる。エアフィルタ３５の移動は同期することができる。
こうして２つのエアフィルタ３５で駆動制御は共通化されることができる。エアフィルタ
３５の清掃は同時に開始されて同時に終了することができ、清掃時間は最短化される。２
つのエアフィルタ３５の間で清掃処理が時間的にずれると、清掃時間は延びてしまう。
【００４９】
　空気調和機１１ではエアフィルタアセンブリ３４は本体２５に対して着脱されることが
できる。着脱にあたってエアフィルタアセンブリ３４の下端は吸込口３１の下側輪郭線３
１ａに合わせ込まれる。下部フィルタレール７２は吸込口３１から外れて配置されること
から、エアフィルタアセンブリ３４の着脱にあたって下部フィルタレール７２は干渉しな
い。同様に吸込口３１から外れた位置に電装品箱３２が配置されても、エアフィルタアセ
ンブリ３４の着脱にあたって電装品箱３２とエアフィルタアセンブリ３４との間に干渉は
生じない。電装品箱３２が吸込口３１から外れて配置されてもエアフィルタアセンブリ３
４の着脱に支障は生じない。
【００５０】
　下限位置７４に達するエアフィルタ３５はセンサ７７に作用する。通常動作時にはエア
フィルタ３５の下端３５ａは下限位置７４から遠ざかることから、センサ７７はオフされ
る。センサ７７の動作時間は縮小されることができる。その一方で、通常動作時にエアフ
ィルタ３５の下端３５ａが下限位置に維持されると、センサは動作し続ける。動作の継続
はセンサの寿命に影響する。
【符号の説明】
【００５１】
　１１　空気調和機、２５　本体、３１　吸込口、３１ａ　下側輪郭線、３２　電装品箱
、３５　エアフィルタ、３５ａ　下端、３６　支持体（保持部）、６１　駆動部材（ピニ
オン）、６３　清掃ブラシ、７２　フィルタレール、７４　下限位置、７７　センサ。
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